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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１セルおよび第２セルに接続し前記第１セルに設定された第１ベアラによって通信を
行う端末装置における測定結果を示す測定報告を取得する取得部と、
　前記取得部によって取得された前記測定報告に基づいて、前記測定報告が第１条件を満
たすと前記第１ベアラを複製した第２ベアラを前記第２セルに設定し、前記測定報告が前
記第１条件とは異なる第２条件を満たすと前記端末装置の通信のベアラを前記第１ベアラ
から前記第２ベアラに切り替える制御部と、
　を備えることを特徴とする基地局装置。
【請求項２】
　前記取得部が取得する前記端末装置からの測定報告には、前記端末装置における前記第
１セルの無線品質に関する情報が含まれており、
　前記制御部は、前記無線品質が第１所定値を下回ると前記第１ベアラを複製した第２ベ
アラを前記第２セルに設定し、前記無線品質が前記第１所定値より低い第２所定値を下回
ると前記端末装置の通信のベアラを前記第１ベアラから前記第２ベアラに切り替える、
　ことを特徴とする請求項１に記載の基地局装置。
【請求項３】
　前記取得部が取得する前記端末装置からの測定報告には、前記第１セルに設定された前
記第１ベアラによって通信を行う端末装置の移動速度に関する情報、および前記端末装置
における前記第１セルの無線品質に関する情報が含まれており、
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　前記制御部は、前記移動速度が所定速度を上回ると前記第１ベアラを複製した第２ベア
ラを前記第２セルに設定し、前記無線品質が所定値を下回ると前記端末装置の通信のベア
ラを前記第１ベアラから前記第２ベアラに切り替える、
　ことを特徴とする請求項１に記載の基地局装置。
【請求項４】
　前記制御部は、
　前記無線品質が前記第１所定値を下回ると、前記第１セルが前記第１ベアラで前記端末
装置へ送信するデータの複製データを前記第１セルの基地局装置から前記第２セルの基地
局装置へ送信させ、前記第２セルの基地局に前記複製データをバッファリングさせ、
　前記無線品質が前記第２所定値を下回ると、前記複製データを前記第２ベアラで前記第
２セルの基地局装置から前記端末装置へ送信させる、
　ことを特徴とする請求項２に記載の基地局装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記端末装置の通信のベアラを前記第２ベアラに切り替えた後に、前記
複製データのうちの、前記無線品質が前記第２所定値を下回っていなかった時点までの複
製データを前記第２ベアラで前記端末装置へ送信させることを特徴とする請求項４に記載
の基地局装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記無線品質が前記第１所定値を下回った後に前記第１所定値以上の第
３所定値を上回ると、前記第２ベアラを削除することを特徴とする請求項２、４または５
に記載の基地局装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記無線品質が前記第１所定値を下回った後に前記第１所定値以上の第
３所定値を上回ると、前記第１セルの基地局装置から前記第２セルの基地局装置への前記
複製データの送信を停止させることを特徴とする請求項４または５に記載の基地局装置。
【請求項８】
　第１セルおよび第２セルに接続し前記第１セルに設定された第１ベアラによって通信を
行う端末装置と、
　前記端末装置における測定結果が第１条件を満たすと前記第１ベアラを複製した第２ベ
アラを前記第２セルに設定し、前記測定結果が前記第１条件とは異なる第２条件を満たす
と前記端末装置の通信のベアラを前記第１ベアラから前記第２ベアラに切り替える基地局
装置と、
　を含むことを特徴とするシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、基地局装置およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）などの通信システムが知ら
れている。また、移動機のハンドオーバ時に予め切替先のベアラを設定する技術が知られ
ている（たとえば、下記特許文献１参照。）。また、移動機がアイドル状態からアクティ
ブ状態に遷移する際に、アクセスするセルを事前に選択する技術が知られている（たとえ
ば、下記特許文献２参照。）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１３－２２３２１８号公報
【特許文献２】国際公開第２００８／０２３６０９号
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述した従来技術では、たとえばスモールセルからマクロセルへのハン
ドオーバなどのセル切替に時間がかかり、セル切替時のスループットの低下を抑えること
ができないという問題がある。
【０００５】
　１つの側面では、本発明は、セル切替時のスループットの低下を抑えることができる基
地局装置およびシステムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述した課題を解決し、目的を達成するため、本発明の一側面によれば、第１セルおよ
び第２セルに接続し前記第１セルに設定された第１ベアラによって通信を行う端末装置に
おける測定結果を示す測定報告が第１条件を満たすと前記第１ベアラを複製した第２ベア
ラを前記第２セルに設定し、前記測定報告が前記第１条件とは異なる第２条件を満たすと
前記端末装置の通信のベアラを前記第１ベアラから前記第２ベアラに切り替える基地局装
置およびシステムが提案される。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の一側面によれば、セル切替時のスループットの低下を抑えることができるとい
う効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１Ａ】図１Ａは、実施の形態１にかかるシステムの一例を示す図である。
【図１Ｂ】図１Ｂは、図１Ａに示したシステムにおける信号の流れの一例を示す図である
。
【図２Ａ】図２Ａは、実施の形態２にかかる通信システムの一例を示す図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、プロトコルアーキテクチャの一例を示す図である。
【図３Ａ】図３Ａは、ベアラ切替の一例を示す図（その１）である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、ベアラ切替の一例を示す図（その２）である。
【図３Ｃ】図３Ｃは、Ｕ－Ｐｌａｎｅのプロトコルスタックの一例を示す図である。
【図４】図４は、通信システムの動作の一例を示す図である。
【図５】図５は、各閾値の一例を示す図である。
【図６Ａ】図６Ａは、通信システムの各装置の構成の一例を示す図である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、図６Ａに示した通信システムの各装置の構成における信号の流れの
一例を示す図である。
【図７Ａ】図７Ａは、各基地局のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図７Ｂ】図７Ｂは、図７Ａに示した各基地局のハードウェア構成における信号の流れの
一例を示す図である。
【図８Ａ】図８Ａは、移動機のハードウェア構成の一例を示す図である。
【図８Ｂ】図８Ｂは、図８Ａに示した移動機のハードウェア構成における信号の流れの一
例を示す図である。
【図９】図９は、電波状況監視部によって監視される情報の一例を示す図である。
【図１０Ａ】図１０Ａは、電波状況管理動作の一例を示すシーケンス図（その１）である
。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、電波状況管理動作の一例を示すシーケンス図（その２）である
。
【図１１】図１１は、ベアラ複製動作の一例を示すシーケンス図である。
【図１２】図１２は、ベアラ複製後のデータ転送の一例を示すシーケンス図である。
【図１３】図１３は、データバッファリング動作の一例を示すシーケンス図である。
【図１４】図１４は、ベアラ切替動作の一例を示すシーケンス図である。
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【図１５】図１５は、複製ベアラ解放動作の一例を示すシーケンス図である。
【図１６】図１６は、マクロセル基地局による処理の一例を示すフローチャート（その１
）である。
【図１７】図１７は、マクロセル基地局による処理の一例を示すフローチャート（その２
）である。
【図１８】図１８は、マクロセル基地局による処理の一例を示すフローチャート（その３
）である。
【図１９】図１９は、実施の形態３にかかるマクロセル基地局による処理の一例を示すフ
ローチャート（その１）である。
【図２０】図２０は、実施の形態３にかかるマクロセル基地局による処理の一例を示すフ
ローチャート（その２）である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下に図面を参照して、本発明にかかる基地局装置およびシステムの実施の形態を詳細
に説明する。
【００１０】
（実施の形態１）
（実施の形態１にかかるシステム）
　図１Ａは、実施の形態１にかかるシステムの一例を示す図である。図１Ｂは、図１Ａに
示したシステムにおける信号の流れの一例を示す図である。図１Ａ，図１Ｂに示すように
、実施の形態１にかかるシステム１００は、第１基地局装置１１０と、第２基地局装置１
２０と、端末装置１０１と、を含む。
【００１１】
　第１セル１１１は、第１基地局装置１１０のセルである。第２セル１２１は、第２基地
局装置１２０のセルである。第１セル１１１は、少なくとも一部が第２セル１２１と重複
するセルである。たとえば、第１セル１１１は第２セル１２１に包含されていてもよい。
【００１２】
　端末装置１０１は、第１セル１１１と第２セル１２１との重複部分に位置しており、第
１セル１１１および第２セル１２１と同時に接続している。また、端末装置１０１は、第
１セル１１１に設定された第１ベアラによって通信を行っているとする。なお、このとき
、端末装置１０１は、同時に第２セル１２１に設定された他のベアラによる通信を行って
いてもよい。
【００１３】
　第２基地局装置１２０は、たとえば第１セル１１１と第２セル１２１とを管理する基地
局装置である。第２基地局装置１２０は、取得部１２２と、制御部１２３と、を備える。
【００１４】
　取得部１２２は、端末装置１０１における測定結果を示す測定報告を取得する。たとえ
ば、取得部１２２は、第１セル１１１における端末装置１０１の無線品質に関する無線品
質情報を取得する。無線品質に関する無線品質情報は、たとえば無線品質を示す情報であ
る。無線品質は、たとえばＲＳＳＩ（Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｓｔｒｅｎｇｔ
ｈ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：受信信号強度）などの受信電波強度である。取得部１２２は、
取得した無線品質情報を制御部１２３へ出力する。
【００１５】
　たとえば、取得部１２２は、図１Ａ，図１Ｂに示す例のように端末装置１０１から無線
送信される無線品質情報を直接受信する。または、取得部１２２は、端末装置１０１から
の無線品質情報を、たとえば第１基地局装置１１０を介して取得してもよい。
【００１６】
　制御部１２３は、取得部１２２から出力された無線品質情報に基づいて、端末装置１０
１の通信に用いるベアラの切替を行う。たとえば、制御部１２３は、端末装置１０１にお
ける第１基地局装置１１０の無線品質が第１所定値を下回ると（第１条件を満たすと）、
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第１セル１１１に設定された端末装置１０１の第１ベアラを複製した第２ベアラを第２セ
ル１２１に設定する。
【００１７】
　また、制御部１２３は、端末装置１０１における第１基地局装置１１０の無線品質が第
２所定値を下回ると（第２条件を満たすと）、端末装置１０１の通信のベアラを第１ベア
ラから第２ベアラに切り替える。これにより、端末装置１０１の通信に使用されるセルが
第１セル１１１から第２セル１２１へ切り替わる。第２所定値は、第１所定値より低い値
である。
【００１８】
　このように、実施の形態１によれば、端末装置１０１における第１セル１１１の無線品
質の劣化を検知した場合に、第１セル１１１で確立している端末装置１０１のベアラを第
２セル１２１に複製することができる。そして、端末装置１０１における第１セル１１１
の無線品質のさらなる劣化を検知した場合に、端末装置１０１の通信に使用するベアラを
複製ベアラに切り替えることができる。
【００１９】
　これにより、たとえばセル切替時にベアラの移動などを行わなくても、使用するベアラ
を複製ベアラに切り替えることでセル切替を行うことができる。このため、短時間でのセ
ル切替が可能になり、セル切替時のスループット低下を抑えることができる。
【００２０】
　なお、第２基地局装置１２０が取得部１２２および制御部１２３を備える構成について
説明したが、第１基地局装置１１０が取得部１２２および制御部１２３を備える構成とし
てもよい。
【００２１】
　また、無線品質情報が無線品質を示す情報である場合について説明したが、無線品質情
報は、無線品質に関する無線品質情報が第１所定値以下であることを示す情報や、無線品
質に関する無線品質情報が第２所定値以下であることを示す情報などであってもよい。
【００２２】
＜バッファリング＞
　制御部１２３は、端末装置１０１における第１セル１１１の無線品質が第１所定値を下
回り、複製ベアラを第２セル１２１に設定した場合に、以下のバッファリングを制御して
もよい。すなわち、制御部１２３は、第１セル１１１が第１ベアラで端末装置１０１へ送
信するデータの複製データを第１基地局装置１１０から第２基地局装置１２０へ送信させ
、第２基地局装置１２０に複製データをバッファリングさせる制御を行ってもよい。
【００２３】
　この場合に、制御部１２３は、端末装置１０１における第１セル１１１の無線品質が第
２所定値を下回り、端末装置１０１の通信に使用するベアラを複製ベアラに切り替えると
、以下の制御を行う。すなわち、制御部１２３は、第２基地局装置１２０にバッファリン
グさせておいた複製データを第２ベアラで端末装置１０１へ送信させる。これにより、ベ
アラ切替時に短時間で第２ベアラでのデータ送信を開始することができる。このため、セ
ル切替時のスループット低下を抑えることができる。
【００２４】
　また、この場合に、制御部１２３は、端末装置１０１の通信に使用するベアラを複製ベ
アラに切り替えた後に、第２基地局装置１２０に対して、他の通信装置から受信した端末
装置１０１へのデータをバッファリングしながら、複製データの送信を行わせてもよい。
他の通信装置は、たとえば第２基地局装置１２０の上位装置である。
【００２５】
　そして、制御部１２３は、第２基地局装置１２０に対して、複製データの送信が完了し
た後に、他の通信装置から受信してバッファリングしておいた端末装置１０１へのデータ
の第２ベアラでの送信を開始させる。これにより、端末装置１０１における第１セル１１
１の無線品質が第２所定値を下回るまでのデータ（複製データ）と、端末装置１０１にお
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ける第１セル１１１の無線品質が第２所定値を下回ってからのデータと、の順序保証を行
うことができる。
【００２６】
＜送信対象の複製データ＞
　制御部１２３は、第２基地局装置１２０がベアラ切替後に送信する複製データを、バッ
ファリングした複製データのうちの、端末装置１０１における第１セル１１１の無線品質
が第２所定値を下回っていなかった時点までの複製データとしてもよい。これにより、端
末装置１０１が第１セル１１１から正常に受信できた可能性が高いデータを第２セル１２
１から再度送信することを抑制することができる。
【００２７】
　この場合に、制御部１２３は、端末装置１０１における第１セル１１１の無線品質が第
１所定値を下回り第２所定値を下回っていない場合は、第２基地局装置１２０がバッファ
リングしている複製データを順次削除させる制御を行ってもよい。これにより、第２基地
局装置１２０におけるバッファリングのためのメモリの使用量を削減することができる。
【００２８】
＜無線品質の改善時の処理＞
　また、制御部１２３は、端末装置１０１における第１セル１１１の無線品質が第１所定
値を下回った後に第３所定値を上回った場合に、第２セル１２１に設定した第２ベアラを
削除してもよい。第３所定値は、第１所定値以上の値である。これにより、端末装置１０
１における第１セル１１１の無線品質が改善した場合に第２セル１２１における無線リソ
ースを解放し、無線リソースの使用効率を向上させることができる。
【００２９】
　また、制御部１２３は、端末装置１０１における第１セル１１１の無線品質が第１所定
値を下回った後に第３所定値を上回った場合に、第１基地局装置１１０から第２基地局装
置１２０への複製データの送信を停止させる制御を行ってもよい。これにより、端末装置
１０１における第１セル１１１の無線品質が改善した場合に第１基地局装置１１０と第２
基地局装置１２０との間のトラヒックを低減することができる。
【００３０】
＜変形例＞
　取得部１２２は、端末装置１０１の移動速度と、端末装置１０１における第１セル１１
１の無線品質と、に関する情報を取得してもよい。この情報は、たとえば端末装置１０１
の移動速度および無線品質を示す情報である。この場合に、制御部１２３は、端末装置１
０１の移動速度が所定速度を上回ると、第１セル１１１に設定された端末装置１０１の第
１ベアラを複製した第２ベアラを第２セル１２１に設定する。
【００３１】
　また、制御部１２３は、端末装置１０１における第１基地局装置１１０の無線品質が所
定値（たとえば上述した第２所定値）を下回ると、端末装置１０１の通信のベアラを第１
ベアラから第２ベアラに切り替える。これにより、端末装置１０１の通信に使用されるセ
ルが第１セル１１１から第２セル１２１へ切り替わる。第２所定値は、第１所定値より低
い値である。
【００３２】
　このように、実施の形態１において、端末装置１０１の移動速度の増加を検知した場合
に、第１セル１１１で確立している端末装置１０１のベアラを第２セル１２１に複製する
ようにしてもよい。そして、端末装置１０１における第１セル１１１の無線品質の劣化を
検知した場合に、端末装置１０１の通信に使用するベアラを複製ベアラに切り替える。
【００３３】
　これにより、端末装置１０１の移動によって端末装置１０１における第１セル１１１の
無線品質が劣化する前に、端末装置１０１のベアラを第２セル１２１に複製しておくこと
ができる。したがって、たとえばセル切替時にベアラの移動などを行わなくても、使用す
るベアラを複製ベアラに切り替えることでセル切替を行うことができる。このため、短時
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間でのセル切替が可能になり、セル切替時のスループット低下を抑えることができる。
【００３４】
　また、取得部１２２が取得する情報が移動速度を示す情報である場合について説明した
が、取得部１２２が取得する情報は、移動速度が所定速度を上回ったことを示す情報など
であってもよい。
【００３５】
　また、制御部１２３は、端末装置１０１の移動速度が所定速度を上回り、かつ無線品質
が第１所定値を下回った場合に、第１セル１１１に設定された端末装置１０１の第１ベア
ラを複製した第２ベアラを第２セル１２１に設定するようにしてもよい。
【００３６】
（実施の形態２）
（実施の形態２にかかる通信システム）
　図２Ａは、実施の形態２にかかる通信システムの一例を示す図である。図２Ａに示すよ
うに、実施の形態２にかかる通信システム２００は、コアネットワーク２１０と、マクロ
セル基地局２２０と、スモールセル基地局２３０と、移動機２０１と、を含む。通信シス
テム２００は、たとえば３ＧＰＰ（３ｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈ
ｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）で規定されるＬＴＥなどの通信システムである。
【００３７】
　図１Ａ，図１Ｂに示したシステム１００は、たとえば通信システム２００により実現す
ることができる。この場合に、図１Ａ，図１Ｂに示した第１基地局装置１１０は、たとえ
ばマクロセル基地局２２０により実現することができる。また、図１Ａ，図１Ｂに示した
第２基地局装置１２０は、たとえばスモールセル基地局２３０により実現することができ
る。また、図１Ａ，図１Ｂに示した端末装置１０１は、たとえば移動機２０１により実現
することができる。
【００３８】
　上位装置２１１は、コアネットワーク２１０に含まれる通信装置であって、マクロセル
基地局２２０およびスモールセル基地局２３０の上位装置である。たとえば、上位装置２
１１は、ＳＧＷ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｇａｔｅｗａｙ）などである。
【００３９】
　マクロセル２２１は、マクロセル基地局２２０が形成するセルである。マクロセル基地
局２２０は、たとえばｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ）である。スモールセル２
３１は、スモールセル基地局２３０が形成するセルである。スモールセル２３１は、たと
えば、フェムトセル、ピコセル、ナノセルなどの、マクロセル２２１と比べて範囲が小さ
いセルである。
【００４０】
　マクロセル基地局２２０およびスモールセル基地局２３０は、それぞれＳ１インターフ
ェース２４１，２４２によってコアネットワーク２１０の上位装置２１１と接続されてい
る。また、マクロセル基地局２２０およびスモールセル基地局２３０は、Ｘ２インターフ
ェース２４３によって互いに接続されている。
【００４１】
　移動機２０１は、たとえばＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ユーザ端末）である
。移動機２０１は、マクロセル基地局２２０およびスモールセル基地局２３０に接続可能
である。また、移動機２０１は、マクロセル基地局２２０およびスモールセル基地局２３
０と同時に通信を行い、マクロセル基地局２２０およびスモールセル基地局２３０からそ
れぞれ別のデータ（たとえばＵ－Ｐｌａｎｅデータ）を受信可能である。
【００４２】
　この場合に、コアネットワーク２１０の上位装置２１１は、それぞれ別のデータをマク
ロセル基地局２２０およびスモールセル基地局２３０へ送信する。たとえば、移動機２０
１は、それぞれ異なる周波数によってマクロセル基地局２２０およびスモールセル基地局
２３０と同時に通信を行う。
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【００４３】
　また、上位装置２１１は、移動機２０１へ送信するデータの転送経路を、データの種類
に応じて選択してもよい。たとえば、上位装置２１１は、高スループットよりも確実な通
信を要する音声通信などのデータについては、マクロセル基地局２２０を経由して移動機
２０１へ送信する。音声通信は、たとえばＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ）やＶ
ｏＬＴＥ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＬＴＥ）などである。また、上位装置２１１は、高ス
ループットを要するストリーミングなどの通信についてはスモールセル基地局２３０を経
由して移動機２０１へ送信する。
【００４４】
（プロトコルアーキテクチャ）
　図２Ｂは、プロトコルアーキテクチャの一例を示す図である。図２Ｂに示すＲＲＣ２５
１（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：無線リソース制御）は、マクロセ
ル基地局２２０におけるＲＲＣの制御部である。ＲＲＣ２５２は、移動機２０１における
ＲＲＣの制御部である。
【００４５】
　マクロセル基地局２２０と移動機２０１との間のＲＲＣは、それぞれＲＲＣ２５１，２
５２によって終端される。また、スモールセル基地局２３０を経由する移動機２０１の通
信のＲＲＣについてもＲＲＣ２５１，２５２によって終端される。このように、マクロセ
ル基地局２２０のＲＲＣ２５１においては、マクロセル２２１のＵ－Ｐｌａｎｅ経路と、
スモールセル２３１のＵ－Ｐｌａｎｅ経路と、の両方の管理が行われる。
【００４６】
（ベアラ切替）
　図３Ａおよび図３Ｂは、ベアラ切替の一例を示す図である。図３Ａ，図３Ｂに示すよう
に、たとえば、マクロセル基地局２２０と移動機２０１との間には、セル＃１を用いたベ
アラ＃１と、セル＃２を用いたベアラ＃２と、が設定される。そして、マクロセル基地局
２２０および移動機２０１は、たとえば、図３Ａに示すようにベアラ＃１を用いて通信を
行う状態から、図３Ｂに示すようにベアラ＃２を用いて通信を行う状態へ切り替えるベア
ラ切替を行う。
【００４７】
　このように、移動機２０１に対して複数のベアラを設定し、セル切替時に、使用するベ
アラを切り替えることで通信を継続させることができる。これにより、たとえばハンドオ
ーバと比べて短時間でのセル切替が可能になる。
【００４８】
　実施の形態２においては、スモールセル基地局２３０を経由する移動機２０１のベアラ
をマクロセル基地局２２０に複製することで複数のベアラを設定し、使用するベアラをス
モールセル基地局２３０のベアラからマクロセル基地局２２０のベアラへ切り替える。こ
れにより、短時間でのセル切替が可能になる。
【００４９】
（Ｕ－Ｐｌａｎｅのプロトコルスタック）
　図３Ｃは、Ｕ－Ｐｌａｎｅのプロトコルスタックの一例を示す図である。図３Ｃに示す
プロトコルスタック３３０は、たとえばＥ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒ
ｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）におけ
るＵ－Ｐｌａｎｅのプロトコルスタックである。上述したベアラの複製は、たとえばＰＤ
ＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）レイヤに
よって行うことができる。
【００５０】
　図３Ｃに示す移動機はたとえば移動機２０１である。図３Ｃに示すマクロセル基地局は
たとえばマクロセル基地局２２０である。図３Ｃに示すＳＧＷはたとえば上位装置２１１
である。図３Ｃに示すｓｅｒｖｅｒは、コアネットワーク２１０に設けられ移動機２０１
と通信を行うサーバである。
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【００５１】
（通信システムの動作）
　図４は、通信システムの動作の一例を示す図である。図４において、図２Ａに示した部
分と同様の部分については同一の符号を付して説明を省略する。
【００５２】
＜マクロセルによるスモールセルの電波状況管理＞
　マクロセル基地局２２０は、移動機２０１から送信される電波状況の測定結果を監視す
ることで、スモールセル基地局２３０を用いた通信の電波状況を監視する。移動機２０１
は、たとえば位置登録時などに電波状況の測定結果をマクロセル基地局２２０へ送信する
。また、マクロセル基地局２２０は、定期的に移動機２０１に対して電波状況の測定要求
を行い、移動機２０１は、測定要求に対して電波状況の測定結果をマクロセル基地局２２
０へ送信する。
【００５３】
＜マクロセルへのベアラ複製＞
　移動機２０１からの電波状況の測定結果が第１閾値（ベアラ設定閾値）を下回っていた
場合、マクロセル基地局２２０は、スモールセル基地局２３０に移動機２０１に関するベ
アラ情報を要求する。そして、マクロセル基地局２２０は、スモールセル基地局２３０と
同じベアラをマクロセル基地局２２０に設定する。
【００５４】
＜スモールセルからマクロセルへのデータ転送＞
　スモールセル基地局２３０は、コアネットワーク２１０から受信したデータを移動機２
０１およびマクロセル基地局２２０のそれぞれの送信用に複製する。そして、スモールセ
ル基地局２３０は、移動機２０１へのデータ送信と並行して、マクロセル基地局２２０へ
のデータ転送を行う。このデータ転送は、たとえばＸ２インターフェース２４３を介して
行われる。
【００５５】
＜マクロセルでのデータバッファリング＞
　マクロセル基地局２２０は、スモールセル基地局２３０から転送されたデータをベアラ
切替までバッファリングする。また、マクロセル基地局２２０は、定期的に電波状況を監
視し、電波状況の測定結果が第２閾値（ベアラ切替閾値）を下回らない場合は不要なバッ
ファリングデータを削除する。
【００５６】
＜ベアラ切替＞
　マクロセル基地局２２０は、電波状況の測定結果が第２閾値（ベアラ切替閾値）を下回
った場合は、コアネットワーク２１０にベアラの切替要求を行うことでベアラ切替を行う
とともに、バッファリングデータを移動機２０１へ送信する。このとき、マクロセル基地
局２２０は、スモールセル基地局２３０から転送されたデータとコアネットワーク２１０
から送信されるデータの順序保証を行いながら移動機２０１にデータを送信する。すなわ
ち、マクロセル基地局２２０は、ベアラ切替後、コアネットワーク２１０から送信される
データをバッファリングデータの送信完了後に送信する。
【００５７】
＜ベアラ削除＞
　マクロセル基地局２２０は、電波状況の測定結果が第３閾値（ベアラ削除閾値）を上回
った場合は、マクロセル基地局２２０に設定していたベアラを削除し、バッファリングデ
ータの削除を行う。また、マクロセル基地局２２０は、スモールセル基地局２３０におい
てデータの複製および転送が開始されていた場合は、スモールセル基地局２３０に対して
これらの複製および転送の停止を要求する停止要求を行う。ベアラの削除およびバッファ
リングデータの削除は、たとえば停止要求によって複製および転送後に行われる。
【００５８】
　これにより、移動機２０１へのデータ送信を止めなくてもスモールセル基地局２３０か
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らマクロセル基地局２２０へのベアラ切替が可能になる。このため、セル切替におけるス
ループットの低下を抑えることができる。また、無線区間へ同一データを送信しなくても
ベアラ切替が可能になるため、無線区間の負荷の軽減を図ることができる。
【００５９】
（各閾値）
　図５は、各閾値の一例を示す図である。図５において、縦軸は電波状況を示している。
電波状況は、たとえばＲＳＳＩなどの受信電波強度である。受信電波強度が高いほど電波
状況が良く、受信電波強度が低いほど電波状況が悪い。
【００６０】
　図５に示すように、第１閾値、第２閾値および第３閾値は、たとえば第２閾値＜第１閾
値＜第３閾値の関係を有する。ただし、第１閾値＝第３閾値としてもよい。第１閾値、第
２閾値および第３閾値は、たとえば任意に変更可能なパラメータであり、たとえば通信キ
ャリアにて個別に設定が可能なパラメータとしてもよい。
【００６１】
　第１閾値は、スモールセル基地局２３０の電波状況の劣化を検出し、予めマクロセル基
地局２２０にベアラを設定（複製）するための閾値である。第２閾値は、スモールセル基
地局２３０の電波状況の劣化を検出し、マクロセル基地局２２０への切替を行うための閾
値である。第３閾値は、スモールセル基地局２３０の電波状況の改善を検出し、マクロセ
ル基地局２２０に設定したベアラを解放するための閾値である。
【００６２】
　電波状況変化５０１～５０３は、移動機２０１から報告される電波状況の変化を示して
いる。たとえば、電波状況変化５０１のように、電波状況が第１閾値を下回ると、スモー
ルセル基地局２３０における通信状況が劣化したと判断することができる。この場合は、
スモールセル基地局２３０は、データの複製およびマクロセル基地局２２０への転送を開
始する。これに対して、マクロセル基地局２２０は、マクロセル基地局２２０のベアラを
自局に複製（無線リソースの確保）し、マクロセル基地局２２０からの転送データのバッ
ファリングを開始する。
【００６３】
　つぎに、電波状況変化５０２のように、電波状況が第２閾値も下回ると、スモールセル
基地局２３０における通信状況がさらに劣化し、スモールセル基地局２３０における通信
が困難になったと判断することができる。この場合は、マクロセル基地局２２０は、移動
機２０１のベアラをスモールセル基地局２３０からマクロセル基地局２２０に切り替える
ベアラ切替を行う。これにより、移動機２０１へのデータ送信を継続することができる。
【００６４】
　また、電波状況変化５０３のように、電波状況が第３閾値を超えると、スモールセル基
地局２３０における通信状況が改善したと判断することができる。この場合は、マクロセ
ル基地局２２０は、電波状況変化５０１において設定したベアラを削除（無線リソースを
解放）し、バッファリングデータを削除する。また、スモールセル基地局２３０は、デー
タの複製および転送を停止し、移動機２０１へのデータ送信を継続する。
【００６５】
（通信システムの各装置の構成）
　図６Ａは、通信システムの各装置の構成の一例を示す図である。図６Ｂは、図６Ａに示
した通信システムの各装置の構成における信号の流れの一例を示す図である。図６Ａ，図
６Ｂに示すように、コアネットワーク２１０は、ベアラ管理部６１１と、データ送信部６
１２と、を備える。
【００６６】
　ベアラ管理部６１１は、マクロセル基地局２２０およびスモールセル基地局２３０のＵ
－Ｐｌａｎｅ経路の管理を行う。データ送信部６１２は、マクロセル基地局２２０および
スモールセル基地局２３０へのデータを送信する。
【００６７】
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＜マクロセル基地局＞
　マクロセル基地局２２０は、電波状況監視部６２１と、閾値管理部６２２と、ベアラ管
理部６２３と、データ管理部６２４と、バッファ６２５と、データ受信部６２６と、デー
タ送信部６２７と、を備える。
【００６８】
　電波状況監視部６２１は、移動機２０１に対して電波状況の測定要求を定期的に送信す
る。また、電波状況監視部６２１は、測定要求に対して移動機２０１から送信された電波
状況の測定結果を受信する。電波状況監視部６２１は、受信した電波状況の測定結果を閾
値管理部６２２へ出力する。
【００６９】
　閾値管理部６２２は、上述した第１閾値、第２閾値、第３閾値を記憶している。閾値管
理部６２２は、電波状況監視部６２１から出力された電波状況の測定結果が示す受信電波
強度と各閾値とを比較し、比較結果をベアラ管理部６２３およびデータ管理部６２４へ出
力する。
【００７０】
　ベアラ管理部６２３は、マクロセル基地局２２０およびスモールセル基地局２３０のベ
アラを管理する。また、ベアラ管理部６２３は、閾値管理部６２２から出力された比較結
果に基づいて、マクロセル基地局２２０のベアラ設定およびコアネットワーク２１０への
ベアラ切替要求を行う。
【００７１】
　データ管理部６２４は、閾値管理部６２２から出力された比較結果に基づいて、バッフ
ァ６２５においてバッファリングされているデータの削除を行う。また、データ管理部６
２４は、閾値管理部６２２から出力された比較結果に基づいて、バッファ６２５において
バッファリングされているデータの送信の管理を行う。
【００７２】
　バッファ６２５は、データ受信部６２６から出力された各データのバッファリングを行
う。また、バッファ６２５は、データ管理部６２４からの制御によって、バッファリング
データの削除や、バッファリングデータのデータ送信部６２７への出力を行う。
【００７３】
　データ受信部６２６は、スモールセル基地局２３０からのデータを受信する。また、デ
ータ受信部６２６は、コアネットワーク２１０からのデータを受信する。データ受信部６
２６は、受信したデータをバッファ６２５へ出力する。データ送信部６２７は、バッファ
６２５から出力されたデータを移動機２０１へ送信する。
【００７４】
　図１Ａ，図１Ｂに示した取得部１２２は、たとえば電波状況監視部６２１によって実現
することができる。図１Ａ，図１Ｂに示した制御部１２３は、たとえば閾値管理部６２２
、ベアラ管理部６２３、データ管理部６２４、バッファ６２５、データ受信部６２６およ
びデータ送信部６２７によって実現することができる。
【００７５】
＜スモールセル基地局＞
　スモールセル基地局２３０は、ベアラ管理部６３１と、データ受信部６３２と、データ
複製部６３３と、データ送信部６３４と、を備える。ベアラ管理部６３１は、マクロセル
基地局２２０からベアラ情報要求を受信すると、移動機２０１に関するベアラ情報をマク
ロセル基地局２２０へ送信する。
【００７６】
　また、ベアラ管理部６３１は、マクロセル基地局２２０からベアラ削除通知を受信する
と、データ複製の停止を要求するデータ複製停止要求をデータ複製部６３３へ出力する。
また、ベアラ管理部６３１は、データ転送を停止したことを示すデータ転送停止応答がデ
ータ複製部６３３から出力されると、データ転送を停止したことを通知するデータ転送停
止通知をマクロセル基地局２２０へ送信する。
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【００７７】
　データ受信部６３２は、コアネットワーク２１０からのデータを受信し、受信したデー
タをデータ複製部６３３へ出力する。
【００７８】
　データ複製部６３３は、データ受信部６３２から出力されたコアネットワーク２１０か
らの受信データを、移動機２０１へのデータと、マクロセル基地局２２０へのデータと、
の２つに複製する。そして、データ複製部６３３は、複製したデータをデータ送信部６３
４へ出力する。データ送信部６３４は、データ複製部６３３から出力されたデータを移動
機２０１およびマクロセル基地局２２０へ送信する。
【００７９】
＜移動機＞
　移動機２０１は、電波状況測定部６０１と、データ受信部６０２と、を備える。電波状
況測定部６０１は、たとえば位置登録時などに、通信中の無線信号の受信結果に基づいて
電波状況を測定し、電波状況の測定結果をマクロセル基地局２２０へ送信する。また、電
波状況測定部６０１は、マクロセル基地局２２０からの電波状況測定指示に基づいて、無
線信号の受信結果に基づいて電波状況を測定し、電波状況の測定結果をマクロセル基地局
２２０へ送信する。
【００８０】
　データ受信部６０２は、マクロセル基地局２２０およびスモールセル基地局２３０から
のデータを受信する。
【００８１】
（各基地局のハードウェア構成）
　図７Ａは、各基地局のハードウェア構成の一例を示す図である。図７Ｂは、図７Ａに示
した各基地局のハードウェア構成における信号の流れの一例を示す図である。マクロセル
基地局２２０およびスモールセル基地局２３０のそれぞれは、たとえば図７Ａ，図７Ｂに
示す基地局７００により実現することができる。基地局７００は、アンテナ７０１と、ア
ンプ７０２と、プロセッサ７０３と、メモリ７０４と、伝送路インターフェース７０５と
、を備える。
【００８２】
　アンテナ７０１は、他の無線通信装置（たとえば移動機２０１）から無線送信された信
号を受信し、受信した信号をアンプ７０２へ出力する。また、アンテナ７０１は、アンプ
７０２から出力された信号を他の無線通信装置へ無線送信する。
【００８３】
　アンプ７０２は、アンテナ７０１から出力された信号を増幅してプロセッサ７０３へ出
力する。また、アンプ７０２は、プロセッサ７０３から出力された信号を増幅してアンテ
ナ７０１へ出力する。
【００８４】
　プロセッサ７０３は、基地局７００の全体の制御を司る。たとえば、プロセッサ７０３
は、他の無線通信装置へ送信すべき信号を生成してアンプ７０２へ出力する送信処理を行
う。また、プロセッサ７０３は、アンプ７０２から出力された信号の復調や復号などの受
信処理を行う。
【００８５】
　メモリ７０４には、たとえばメインメモリおよび補助メモリが含まれる。メインメモリ
は、たとえばＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）である。メインメモ
リは、メモリ７０４のワークエリアとして使用される。補助メモリは、たとえば磁気ディ
スク、光ディスク、フラッシュメモリなどの不揮発メモリである。補助メモリには、基地
局７００を動作させる各種のプログラムが記憶されている。補助メモリに記憶されたプロ
グラムは、メインメモリにロードされてメモリ７０４によって実行される。
【００８６】
　伝送路インターフェース７０５は、たとえば有線によってネットワーク７０６との間で
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通信を行う通信インターフェースである。たとえば、伝送路インターフェース７０５は、
コアネットワーク２１０との間のＳ１インターフェースや基地局間のＸ２インターフェー
スなどを含む。伝送路インターフェース７０５はプロセッサ７０３によって制御される。
【００８７】
　図６Ａ，図６Ｂに示したマクロセル基地局２２０の電波状況監視部６２１、閾値管理部
６２２、ベアラ管理部６２３およびデータ管理部６２４は、たとえばアンテナ７０１、ア
ンプ７０２、プロセッサ７０３およびメモリ７０４により実現することができる。図６Ａ
，図６Ｂに示したマクロセル基地局２２０のデータ受信部６２６、データ送信部６２７は
、たとえばアンテナ７０１、アンプ７０２、プロセッサ７０３およびメモリ７０４により
実現することができる。図６Ａ，図６Ｂに示したマクロセル基地局２２０のバッファ６２
５は、たとえばプロセッサ７０３およびメモリ７０４（補助メモリ）により実現すること
ができる。
【００８８】
　図６Ａ，図６Ｂに示したスモールセル基地局２３０のベアラ管理部６３１、データ受信
部６３２、データ複製部６３３およびデータ送信部６３４は、たとえばプロセッサ７０３
およびメモリ７０４（メインメモリ）により実現することができる。
【００８９】
（移動機のハードウェア構成）
　図８Ａは、移動機のハードウェア構成の一例を示す図である。図８Ｂは、図８Ａに示し
た移動機のハードウェア構成における信号の流れの一例を示す図である。移動機２０１は
、たとえば図８Ａ，図８Ｂに示す移動機８００により実現することができる。移動機８０
０は、アンテナ８０１と、アンプ８０２と、プロセッサ８０３と、メモリ８０４と、を備
える。
【００９０】
　アンテナ８０１は、他の無線通信装置（たとえばマクロセル基地局２２０やスモールセ
ル基地局２３０）から無線送信された信号を受信し、受信した信号をアンプ８０２へ出力
する。また、アンテナ８０１は、アンプ８０２から出力された信号を他の無線通信装置へ
無線送信する。
【００９１】
　アンプ８０２は、アンテナ８０１から出力された信号を増幅してプロセッサ８０３へ出
力する。また、アンプ８０２は、プロセッサ８０３から出力された信号を増幅してアンテ
ナ８０１へ出力する。
【００９２】
　プロセッサ８０３は、移動機８００の全体の制御を司る。たとえば、プロセッサ８０３
は、他の無線通信装置へ送信すべき信号を生成してアンプ８０２へ出力する送信処理を行
う。また、プロセッサ８０３は、アンプ８０２から出力された信号の復調や復号などの受
信処理を行う。
【００９３】
　メモリ８０４には、たとえばメインメモリおよび補助メモリが含まれる。メインメモリ
は、たとえばＲＡＭである。メインメモリは、メモリ８０４のワークエリアとして使用さ
れる。補助メモリは、たとえば磁気ディスク、フラッシュメモリなどの不揮発メモリであ
る。補助メモリには、移動機８００を動作させる各種のプログラムが記憶されている。補
助メモリに記憶されたプログラムは、メインメモリにロードされてメモリ８０４によって
実行される。
【００９４】
　図６Ａ，図６Ｂに示した移動機２０１の電波状況測定部６０１およびデータ受信部６０
２は、たとえばプロセッサ８０３およびメモリ８０４（メインメモリ）により実現するこ
とができる。
【００９５】
（電波状況監視部によって監視される情報）
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　図９は、電波状況監視部によって監視される情報の一例を示す図である。マクロセル基
地局２２０の電波状況監視部は、たとえば図９に示す電波状況監視テーブル９００を管理
する。電波状況監視テーブル９００は、項目として、移動機識別子、測定時刻および受信
電波強度を含む。
【００９６】
　移動機識別子は、対象の移動機の識別子である。測定時刻は、対象の移動機から電波状
況の測定結果が送信された時刻である。または、測定時刻は、対象の移動機によって電波
状況が測定された時刻などであってもよい。受信電波強度は、対象の移動機によって測定
された電波強度［ｄＢ］である。
【００９７】
（電波状況管理動作）
　図１０Ａおよび図１０Ｂは、電波状況管理動作の一例を示すシーケンス図である。通信
システム２００は、電波状況管理動作として、たとえば図１０Ａ，図１０Ｂに示す各ステ
ップのように動作する。
【００９８】
　図１０Ａにおいては、移動機２０１が自発的に電波状況を測定する場合について説明す
る。まず、移動機２０１の電波状況測定部６０１が、たとえば位置登録時などに、無線信
号の受信結果に基づいて電波状況を測定する（ステップＳ１０１１）。
【００９９】
　つぎに、電波状況測定部６０１は、ステップＳ１０１１の測定結果をマクロセル基地局
２２０へ送信する（ステップＳ１０１２）。ステップＳ１０１２によって送信される測定
結果は、たとえば移動機２０１の使用周波数や受信電波強度などを示す情報である。この
測定結果には、たとえば３ＧＰＰで規定されているＲＲＣのＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｒ
ｅｐｏｒｔなどを用いてもよい。マクロセル基地局２２０の電波状況監視部６２１は、ス
テップＳ１０１２によって送信された測定結果を、ステップＳ１０１２の時刻（測定時刻
）とともに電波状況監視テーブル９００に格納する（たとえば図９参照）。
【０１００】
　図１０Ｂにおいては、マクロセル基地局２２０が定期的に移動機２０１の電波状況の測
定を指示する場合について説明する。まず、マクロセル基地局２２０の電波状況監視部６
２１は、たとえば定期的なタイミングで、移動機２０１に対して電波状況の測定を指示す
る電波状況測定指示を送信する（ステップＳ１０２１）。ステップＳ１０２１によって送
信される電波状況測定指示は、たとえばＲＲＣのＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌである。
【０１０１】
　つぎに、移動機２０１の電波状況測定部６０１が、ステップＳ１０２１の電波状況測定
指示に基づいて、無線信号の受信結果に基づいて電波状況を測定する（ステップＳ１０２
２）。つぎに、電波状況測定部６０１は、ステップＳ１０２３へ移行する。ステップＳ１
０２３は、図１０Ａに示したステップＳ１０１２と同様である。
【０１０２】
（ベアラ複製動作）
　図１１は、ベアラ複製動作の一例を示すシーケンス図である。通信システム２００は、
ベアラ複製動作として、たとえば図１１に示す各ステップのように動作する。
【０１０３】
　まず、マクロセル基地局２２０の電波状況監視部６２１が、移動機２０１から送信され
る電波状況の測定結果を受信する（ステップＳ１１０１）。ステップＳ１１０１は、たと
えば図１０Ａに示したステップＳ１０１２や図１０Ｂに示したステップＳ１０２３に対応
する。つぎに、電波状況監視部６２１が、ステップＳ１１０１によって受信した測定結果
が示す電波状況を閾値管理部６２２へ通知する（ステップＳ１１０２）。
【０１０４】
　つぎに、閾値管理部６２２が、ステップＳ１１０２によって通知された電波状況（たと
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えば受信電波強度）の閾値判定を行う（ステップＳ１１０３）。図１１に示す例では、電
波状況が第１閾値未満であったとする。つぎに、閾値管理部６２２が、電波状況が第１閾
値未満であった旨の判定結果をベアラ管理部６２３へ出力する（ステップＳ１１０４）。
【０１０５】
　つぎに、ベアラ管理部６２３が、スモールセル基地局２３０に対して、移動機２０１に
関するベアラ情報を要求するベアラ情報要求を送信する（ステップＳ１１０５）。つぎに
、スモールセル基地局２３０のベアラ管理部６３１が、移動機２０１に関するベアラ情報
をマクロセル基地局２２０へ送信する（ステップＳ１１０６）。
【０１０６】
　ベアラ情報は、たとえば、ＱＣＩ（ＱｏＳ　Ｃｌａｓｓ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）など
のＱｏＳ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、ＰＤＣＰシーケンス番号、下位レ
イヤのＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：無線リンク制御）シーケンス番
号などを示す情報である。
【０１０７】
　つぎに、マクロセル基地局２２０のベアラ管理部６２３が、ステップＳ１１０６によっ
て送信されたベアラ情報に基づいて移動機２０１のベアラ設定を行う（ステップＳ１１０
７）。これにより、スモールセル基地局２３０に設定された移動機２０１のベアラがマク
ロセル基地局２２０に複製される。
【０１０８】
（ベアラ複製後のデータ転送）
　図１２は、ベアラ複製後のデータ転送の一例を示すシーケンス図である。図１１に示し
たベアラ複製動作の後は、通信システム２００において、たとえば図１２に示す各ステッ
プのように、移動機２０１へのデータ転送が行われる。
【０１０９】
　まず、コアネットワーク２１０のデータ送信部６１２が、移動機２０１へのデータをス
モールセル基地局２３０へ送信する（ステップＳ１２０１）。つぎに、スモールセル基地
局２３０のデータ受信部６３２が、ステップＳ１２０１における受信データをデータ複製
部６３３へ出力する（ステップＳ１２０２）。つぎに、データ複製部６３３が、データ受
信部６３２から出力された受信データのデータ複製を行う（ステップＳ１２０３）。
【０１１０】
　つぎに、データ複製部６３３が、データ受信部６３２から出力された受信データ（元デ
ータ）をデータ送信部６３４へ出力する（ステップＳ１２０４）。つぎに、データ送信部
６３４が、ステップＳ１２０４によって出力された元データを移動機２０１へ送信する（
ステップＳ１２０５）。ステップＳ１２０５によって送信された元データは、移動機２０
１のデータ受信部６０２によって受信される。
【０１１１】
　また、データ複製部６３３が、データ受信部６３２から出力された受信データのステッ
プＳ１２０３による複製データをデータ送信部６３４へ出力する（ステップＳ１２０６）
。つぎに、データ送信部６３４が、ステップＳ１２０６によって出力された複製データを
マクロセル基地局２２０へ送信する（ステップＳ１２０７）。ステップＳ１２０７によっ
て送信された複製データは、マクロセル基地局２２０のデータ受信部６２６によって受信
される。
【０１１２】
（データバッファリング動作）
　図１３は、データバッファリング動作の一例を示すシーケンス図である。通信システム
２００は、図１２に示したデータ転送を行っている場合に、データバッファリング動作と
して、たとえば図１３に示す各ステップのように動作する。
【０１１３】
　まず、スモールセル基地局２３０のデータ送信部６３４が、複製データをマクロセル基
地局２２０へ送信する（ステップＳ１３０１）。ステップＳ１３０１は、たとえば図１２
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に示したステップＳ１２０７に対応するステップである。
【０１１４】
　つぎに、マクロセル基地局２２０のデータ受信部６２６が、ステップＳ１３０１による
受信データをバッファ６２５へ出力する（ステップＳ１３０２）。つぎに、バッファ６２
５が、ステップＳ１３０２によって出力されたデータのバッファリングを行う（ステップ
Ｓ１３０３）。
【０１１５】
　一方、移動機２０１およびマクロセル基地局２２０は、たとえば図１０Ｂに示したステ
ップＳ１０２１～Ｓ１０２３と同様のステップＳ１３０４～Ｓ１３０６を行っている。ス
テップＳ１３０６のつぎに、マクロセル基地局２２０の電波状況監視部６２１が、ステッ
プＳ１３０６によって受信した測定結果が示す電波状況を閾値管理部６２２へ通知する（
ステップＳ１３０７）。
【０１１６】
　つぎに、閾値管理部６２２が、ステップＳ１３０７によって通知された電波状況の閾値
判定を行う（ステップＳ１３０８）。図１３に示す例では、電波状況が第２閾値を下回っ
ていなかった（第２閾値以上）とする。つぎに、閾値管理部６２２が、電波状況が第２閾
値以上であった旨の判定結果をデータ管理部６２４へ出力する（ステップＳ１３０９）。
【０１１７】
　つぎに、データ管理部６２４が、バッファ６２５においてバッファリングされているデ
ータの削除を要求するデータ削除要求をバッファ６２５へ出力する（ステップＳ１３１０
）。ステップＳ１３１０によって出力されるデータ削除要求は、たとえば、バッファ６２
５においてバッファリングされているデータのうちの、受信時刻がステップＳ１３０６に
よる測定結果の測定時刻以前のデータを削除する要求である。
【０１１８】
　つぎに、バッファ６２５が、ステップＳ１３１０によって出力されたデータ削除要求に
基づいてバッファリングデータの削除を行う（ステップＳ１３１１）。このように、マク
ロセル基地局２２０は、ベアラ切替までは、スモールセル基地局２３０から転送されたデ
ータをバッファリングしておく。
【０１１９】
　また、マクロセル基地局２２０は、電波状況が第２閾値以上である期間のバッファリン
グデータについては順次削除する。電波状況が第２閾値以上である期間のバッファリング
データについては、スモールセル基地局２３０から移動機２０１へ到達している可能性が
高いため、削除することによってベアラ切替後の伝送効率の向上を図ることができる。ま
た、バッファ６２５の使用量の低減を図ることができる。
【０１２０】
（ベアラ切替動作）
　図１４は、ベアラ切替動作の一例を示すシーケンス図である。通信システム２００は、
図１２に示したデータ転送を行っている場合に、ベアラ切替動作として、たとえば図１４
に示す各ステップのように動作する。
【０１２１】
　図１４に示すステップＳ１４０１～Ｓ１４０５は、図１３に示したステップＳ１３０４
～Ｓ１３０８と同様である。ただし、図１４に示す例では、ステップＳ１４０５において
、電波状況が第２閾値を下回った（第２閾値未満）とする。ステップＳ１４０５のつぎに
、マクロセル基地局２２０の閾値管理部６２２が、電波状況が第２閾値未満であった旨の
判定結果をデータ管理部６２４およびベアラ管理部６２３へ出力する（ステップＳ１４０
６）。
【０１２２】
　つぎに、データ管理部６２４が、バッファリングデータの送信を要求するデータ送信要
求をバッファ６２５へ出力する（ステップＳ１４０７）。つぎに、バッファ６２５が、バ
ッファリングデータをデータ送信部６２７へ出力する（ステップＳ１４０８）。つぎに、
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データ送信部６２７が、ステップＳ１４０８によって出力されたデータ（バッファリング
データ）を移動機２０１へ送信する（ステップＳ１４０９）。ステップＳ１４０９によっ
て送信されたデータは移動機２０１のデータ受信部６０２によって受信される。
【０１２３】
　また、ベアラ管理部６２３が、ベアラ切替を要求するベアラ切替要求をコアネットワー
ク２１０へ送信する（ステップＳ１４１０）。ステップＳ１４１０によって送信されるベ
アラ切替要求は、移動機２０１への送信に用いるベアラを、スモールセル基地局２３０の
ベアラからマクロセル基地局２２０のベアラへ切り替えることを要求するものである。
【０１２４】
　つぎに、コアネットワーク２１０のデータ送信部６１２が、移動機２０１へのデータを
マクロセル基地局２２０へ送信する（ステップＳ１４１１）。つぎに、マクロセル基地局
２２０のデータ受信部６２６が、ステップＳ１４１１によって送信されたデータをバッフ
ァ６２５へ出力する（ステップＳ１４１２）。
【０１２５】
　つぎに、バッファ６２５が、ステップＳ１４０７までのバッファリングデータの送信が
終了し終わるまで、コアネットワーク２１０からのデータのバッファリングを行う（ステ
ップＳ１４１３）。そして、バッファ６２５は、ステップＳ１４０７までのバッファリン
グデータの送信が終了し終わると、ステップＳ１４１３によってバッファリングされたデ
ータをデータ送信部６２７へ出力する（ステップＳ１４１４）。これにより、コアネット
ワーク２１０からのデータとバッファリングデータとの順序保証を行うことができる。
【０１２６】
　つぎに、データ送信部６２７が、ステップＳ１４１４によって出力されたデータを移動
機２０１へ送信する（ステップＳ１４１５）。ステップＳ１４１５によって送信されたデ
ータは移動機２０１のデータ受信部６０２によって受信される。
【０１２７】
　また、ステップＳ１４１０において、ベアラ管理部６２３は、スモールセル基地局２３
０にもベアラ切替要求を送信してもよい。これに対して、スモールセル基地局２３０は、
移動機２０１との間のベアラのために確保している無線リソースを解放する。
【０１２８】
　なお、ベアラ切替のタイミングによっては、ステップＳ１４１５によって送信されるデ
ータに、スモールセル基地局２３０から移動機２０１に送信されたデータと重複するデー
タが含まれる場合がある。これに対して、マクロセル基地局２２０とスモールセル基地局
２３０との間で同期済みであるため、移動機２０１は、重複データを選択合成して受信す
ることができる。
【０１２９】
（複製ベアラ解放動作）
　図１５は、複製ベアラ解放動作の一例を示すシーケンス図である。通信システム２００
は、たとえば図１１に示したベアラ複製動作によって複製したベアラの解放動作として、
たとえば図１５に示す各ステップのように動作する。
【０１３０】
　図１５に示すステップＳ１５０１～Ｓ１５０８は、図１３に示したステップＳ１３０１
～Ｓ１３０８と同様である。ただし、図１５に示す例では、ステップＳ１５０８において
、電波状況が第３閾値を上回っていた（第３閾値より大きい）とする。つぎに、マクロセ
ル基地局２２０の閾値管理部６２２が、電波状況が第３閾値より大きかった旨の判定結果
をベアラ管理部６２３へ出力する（ステップＳ１５０９）。
【０１３１】
　つぎに、ベアラ管理部６２３が、ベアラを削除することを通知するベアラ削除通知をス
モールセル基地局２３０へ送信する（ステップＳ１５１０）。つぎに、スモールセル基地
局２３０のベアラ管理部６３１が、データ複製の停止を要求するデータ複製停止要求をデ
ータ複製部６３３へ出力する（ステップＳ１５１１）。
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【０１３２】
　つぎに、データ複製部６３３が、データ複製およびデータ転送を停止する（ステップＳ
１５１２）。たとえば、データ複製部６３３は、図１２に示したステップＳ１２０３によ
るデータ複製と、図１２に示したステップＳ１２０６によるデータ転送と、を停止する。
【０１３３】
　つぎに、データ複製部６３３が、データ転送を停止したことを示すデータ転送停止応答
をベアラ管理部６３１へ出力する（ステップＳ１５１３）。つぎに、ベアラ管理部６３１
が、データ転送を停止したことを通知するデータ転送停止通知をマクロセル基地局２２０
へ送信する（ステップＳ１５１４）。
【０１３４】
　つぎに、マクロセル基地局２２０のベアラ管理部６２３が、複製したベアラを削除する
（ステップＳ１５１５）。ステップＳ１５１５によって削除されるベアラは、たとえば図
１１に示したステップＳ１１０７によって設定されたベアラである。つぎに、ベアラ管理
部６２３が、データ転送を停止したことを通知するデータ転送停止通知をデータ管理部６
２４へ送信する（ステップＳ１５１６）。
【０１３５】
　つぎに、データ管理部６２４が、バッファリングデータの削除を要求するデータ削除要
求をバッファ６２５へ出力する（ステップＳ１５１７）。ステップＳ１５１７によって出
力されるデータ削除要求は、たとえば、バッファ６２５においてバッファリングされてい
る、ステップＳ１５１５によって削除されたベアラのすべてのデータを削除する要求であ
る。つぎに、バッファ６２５が、ステップＳ１５１７によって出力されたデータ削除要求
に基づいて、バッファリングデータの削除を行う（ステップＳ１５１８）。
【０１３６】
　このように、スモールセル基地局２３０での電波状況が改善した場合は、スモールセル
基地局２３０からマクロセル基地局２２０へのデータ転送を停止する。これにより、Ｘ２
インターフェース２４３のトラヒックの圧迫を抑えることができる。
【０１３７】
（マクロセル基地局による処理）
　図１６は、マクロセル基地局による処理の一例を示すフローチャート（その１）である
。実施の形態２にかかるマクロセル基地局２２０は、たとえば図１６に示す各ステップを
実行する。まず、マクロセル基地局２２０は、電波状況（受信電波強度）の最新の測定結
果を読み込む（ステップＳ１６０１）。
【０１３８】
　つぎに、マクロセル基地局２２０は、ステップＳ１６０１によって読み込んだ測定結果
が示す受信電波強度が第１閾値未満であるか否かを判定する（ステップＳ１６０２）。受
信電波強度が第１閾値以上である場合（ステップＳ１６０２：Ｎｏ）は、マクロセル基地
局２２０は、ステップＳ１６０１へ戻る。
【０１３９】
　ステップＳ１６０２において、受信電波強度が第１閾値未満である場合（ステップＳ１
６０２：Ｙｅｓ）は、マクロセル基地局２２０は、スモールセル基地局２３０に設定され
ている移動機２０１のベアラを自局に複製する（ステップＳ１６０３）。また、マクロセ
ル基地局２２０は、スモールセル基地局２３０から転送されるデータのバッファリングを
開始する（ステップＳ１６０４）。
【０１４０】
　図１７は、マクロセル基地局による処理の一例を示すフローチャート（その２）である
。マクロセル基地局２２０は、図１６に示したステップＳ１６０４の後に、たとえば図１
７に示す各ステップを実行する。
【０１４１】
　まず、マクロセル基地局２２０は、電波状況（受信電波強度）の最新の測定結果を読み
込む（ステップＳ１７０１）。つぎに、マクロセル基地局２２０は、ステップＳ１７０１
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によって読み込んだ測定結果が示す受信電波強度が第２閾値未満であるか否かを判定する
（ステップＳ１７０２）。
【０１４２】
　ステップＳ１７０２において、受信電波強度が第２閾値以上である場合（ステップＳ１
７０２：Ｎｏ）は、マクロセル基地局２２０は、ステップＳ１７０３へ移行する。すなわ
ち、マクロセル基地局２２０は、図１６のステップＳ１６０４によって開始したバッファ
リングのバッファリングデータの削除を行い（ステップＳ１７０３）、ステップＳ１７０
１へ戻る。ステップＳ１７０３による削除対象のバッファリングデータは、たとえば、バ
ッファリングデータのうちの、ステップＳ１７０１までにスモールセル基地局２３０から
送信されたデータである。
【０１４３】
　ステップＳ１７０２において、受信電波強度が第２閾値未満である場合（ステップＳ１
７０２：Ｙｅｓ）は、マクロセル基地局２２０は、コアネットワーク２１０にベアラ切替
要求を送信することによりベアラの切替を行う（ステップＳ１７０４）。ステップＳ１７
０４によるベアラの切替は、移動機２０１への送信に用いるベアラを、スモールセル基地
局２３０のベアラからマクロセル基地局２２０のベアラへ切り替えるものである。
【０１４４】
　つぎに、マクロセル基地局２２０は、スモールセル基地局２３０から転送されてバッフ
ァ６２５に格納されているバッファリングデータを移動機２０１へ送信する（ステップＳ
１７０５）。つぎに、マクロセル基地局２２０は、ステップＳ１７０４による切替後のベ
アラのデータ送信を開始する（ステップＳ１７０６）。
【０１４５】
　図１８は、マクロセル基地局による処理の一例を示すフローチャート（その３）である
。マクロセル基地局２２０は、図１６に示したステップＳ１６０４の後に、図１７に示し
た各ステップと並行して、たとえば図１８に示す各ステップを実行する。
【０１４６】
　まず、マクロセル基地局２２０は、電波状況（受信電波強度）の最新の測定結果を読み
込む（ステップＳ１８０１）。つぎに、マクロセル基地局２２０は、ステップＳ１８０１
によって読み込んだ測定結果が示す受信電波強度が第３閾値より大きいか否かを判定する
（ステップＳ１８０２）。受信電波強度が第３閾値以下である場合（ステップＳ１８０２
：Ｎｏ）は、マクロセル基地局２２０は、ステップＳ１８０１へ戻る。
【０１４７】
　ステップＳ１８０２において、受信電波強度が第３閾値より大きい場合（ステップＳ１
８０２：Ｙｅｓ）は、マクロセル基地局２２０は、図１６のステップＳ１６０３によって
自局に複製したベアラの削除を行う（ステップＳ１８０３）。つぎに、マクロセル基地局
２２０は、ステップＳ１６０４によって開始したバッファリングのバッファリングデータ
の削除を行う（ステップＳ１８０４）。
【０１４８】
　このように、実施の形態２によれば、移動機２０１におけるスモールセル２３１の電波
状況（無線品質）の劣化を検知した場合に、スモールセル２３１で確立している移動機２
０１のベアラをマクロセル２２１に複製することができる。そして、移動機２０１におけ
るスモールセル２３１の無線品質のさらなる劣化を検知した場合に、移動機２０１の通信
に使用するベアラを複製ベアラに切り替えることができる。
【０１４９】
　これにより、たとえばセル切替時にベアラの移動などを行わなくても、使用するベアラ
を複製ベアラに切り替えることでセル切替を行うことができる。このため、短時間でのセ
ル切替が可能になり、セル切替時のスループット低下を抑えることができる。
【０１５０】
（実施の形態３）
　実施の形態３について、実施の形態２と異なる部分について説明する。実施の形態２に
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おいては、移動機２０１におけるスモールセル２３１の電波状況の劣化を検知した場合に
、スモールセル２３１で確立している移動機２０１のベアラをマクロセル２２１に複製す
る構成について説明した。
【０１５１】
　これに対して、実施の形態３においては、移動機２０１の移動速度の増加を検知した場
合に、スモールセル２３１で確立している移動機２０１のベアラをマクロセル２２１に複
製する。これにより、移動機２０１の移動によって移動機２０１におけるスモールセル２
３１の電波状況が劣化する前に、移動機２０１のベアラをマクロセル２２１に複製してお
くことができる。
【０１５２】
（マクロセル基地局による処理）
　図１９は、実施の形態３にかかるマクロセル基地局による処理の一例を示すフローチャ
ート（その１）である。実施の形態３にかかるマクロセル基地局２２０は、たとえば図１
９に示す各ステップを実行する。まず、マクロセル基地局２２０は、移動機２０１の速度
（端末速度）の最新の測定結果を読み込む（ステップＳ１９０１）。端末速度は、たとえ
ば移動機２０１が測定し、測定結果をマクロセル基地局２２０へ定期的に送信することで
取得することができる。
【０１５３】
　つぎに、マクロセル基地局２２０は、ステップＳ１９０１によって読み込んだ測定結果
が示す端末速度が第１速度閾値より大きいか否かを判定する（ステップＳ１９０２）。端
末速度が第１速度閾値以下である場合（ステップＳ１９０２：Ｎｏ）は、マクロセル基地
局２２０は、ステップＳ１９０１へ戻る。
【０１５４】
　ステップＳ１９０２において、端末速度が第１速度閾値より大きい場合（ステップＳ１
９０２：Ｙｅｓ）は、マクロセル基地局２２０は、スモールセル基地局２３０に設定され
ている移動機２０１のベアラを自局に複製する（ステップＳ１９０３）。また、マクロセ
ル基地局２２０は、スモールセル基地局２３０から転送されるデータのバッファリングを
開始する（ステップＳ１９０４）。
【０１５５】
　また、実施の形態３にかかるマクロセル基地局２２０は、図１９に示したステップＳ１
９０４の後に、たとえば図１７に示した各ステップを実行する。
【０１５６】
　図２０は、実施の形態３にかかるマクロセル基地局による処理の一例を示すフローチャ
ート（その２）である。マクロセル基地局２２０は、図１９に示したステップＳ１９０４
の後に、図１７に示した各ステップと並行して、たとえば図２０に示す各ステップを実行
する。
【０１５７】
　まず、マクロセル基地局２２０は、移動機２０１の速度（端末速度）の最新の測定結果
を読み込む（ステップＳ２００１）。つぎに、マクロセル基地局２２０は、ステップＳ２
００１によって読み込んだ測定結果が示す端末速度が第２速度閾値未満か否かを判定する
（ステップＳ２００２）。端末速度が第２速度閾値以上である場合（ステップＳ２００２
：Ｎｏ）は、マクロセル基地局２２０は、ステップＳ２００１へ戻る。
【０１５８】
　ステップＳ２００２において、端末速度が第２速度閾値未満である場合（ステップＳ２
００２：Ｙｅｓ）は、マクロセル基地局２２０は、図１９のステップＳ１９０３によって
自局に複製したベアラの削除を行う（ステップＳ２００３）。つぎに、マクロセル基地局
２２０は、ステップＳ１９０４によって開始したバッファリングのバッファリングデータ
の削除を行う（ステップＳ２００４）。
【０１５９】
　このように、実施の形態３によれば、移動機２０１の移動速度の増加を検知した場合に
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、スモールセル２３１で確立している移動機２０１のベアラをマクロセル２２１に複製す
る。これにより、移動機２０１の移動によって移動機２０１におけるスモールセル２３１
の電波状況が劣化する前に、移動機２０１のベアラをマクロセル２２１に複製しておくこ
とができる。
【０１６０】
　したがって、たとえばセル切替時にベアラの移動などを行わなくても、使用するベアラ
を複製ベアラに切り替えることでセル切替を行うことができる。このため、短時間でのセ
ル切替が可能になり、セル切替時のスループット低下を抑えることができる。
【０１６１】
　以上説明したように、基地局装置およびシステムによれば、セル切替時のスループット
の低下を抑えることができる。
【０１６２】
　たとえば、昨今、スマートフォンなどの高機能端末の普及により、モバイル端末を用い
て利用するサービスが多様化し、端末ごとの通信量も増加してきている。また、モバイル
ネットワーク全体でもトラヒックが増加していく見込みである。トラヒック増加への対策
の一つとして注目されているのがスモールセルの活用である。スモールセルを用いたネッ
トワークでは、従来のマクロセルに比べ、収容ユーザが少なく、帯域の占有を行うことが
でき、高スループットを確保することが可能である。
【０１６３】
　一方、スモールセルは、マクロセルに比べてカバーエリアが狭いため、移動機の移動に
伴い、スモールセルからのハンドアウトが多発し、スモールセル経由で送信していたデー
タは受信不可になる。そのため、通常のハンドオーバと同様にスモールセルに対してのみ
ハンドオーバを行う（マクロセルは通信を継続）ことが求められる。
【０１６４】
　これに対して、上述した実施の形態によれば、マクロセルの通信を維持したまま、スモ
ールセルからのハンドアウトに対し、スモールセルで通信していたデータを確実に移動機
に届ける仕組みを提供することができる。
【０１６５】
　また、通常のＬＴＥにおけるハンドオーバの場合は、Ｓ１インターフェースまたはＸ２
インターフェースを用いてハードハンドオーバが行われる。その際、送信データを一度ハ
ンドオーバ元でバッファし、ハンドオーバ完了後にハンドオーバ先へと転送される。その
ため、ハンドオーバ実施時には一時的にスループットが低下する。
【０１６６】
　一方、３ＧにおけるＤＨＯ（Ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｈａｎｄ　Ｏｖｅｒ：基地局間ハン
ドオーバ）では、データ送信を止めずにハンドオーバを実施しているが、ハンドオーバ元
やハンドオーバ先の双方で一時的に同一データの送信を行っている。このため、上位ネッ
トワークや無線区間の負荷増加が発生する。
【０１６７】
　これに対して、上述した実施の形態によれば、マクロセルで管理しているスモールセル
の電波状況が悪化した場合に、マクロセルにスモールセルと同じベアラを予め設定するこ
とができる。これにより、スモールセルからマクロセルへのハンドオーバの際に、ハンド
オーバ元でのデータバッファリングや同一データの無線区間への送信をなくし、スループ
ット低下や無線区間の負荷増加を回避することができる。
【０１６８】
　このため、たとえば、異ノード、異周波数による同時通信を行っている環境下での、ス
モールセルからマクロセルへのハンドオーバにおいて、スループット低下や、上位ネット
ワークや無線区間の負荷を回避することが可能になる。
【０１６９】
　上述した実施の形態に関し、さらに以下の付記を開示する。
【０１７０】
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（付記１）第１セルおよび第２セルに接続し前記第１セルに設定された第１ベアラによっ
て通信を行う端末装置における測定結果を示す測定報告を取得する取得部と、
　前記取得部によって取得された前記測定報告に基づいて、前記測定報告が第１条件を満
たすと前記第１ベアラを複製した第２ベアラを前記第２セルに設定し、前記測定報告が前
記第１条件とは異なる第２条件を満たすと前記端末装置の通信のベアラを前記第１ベアラ
から前記第２ベアラに切り替える制御部と、
　を備えることを特徴とする基地局装置。
【０１７１】
（付記２）前記取得部が取得する前記端末装置からの測定報告には、前記端末装置におけ
る前記第１セルの無線品質に関する情報が含まれており、
　前記制御部は、前記無線品質が第１所定値を下回ると前記第１ベアラを複製した第２ベ
アラを前記第２セルに設定し、前記無線品質が前記第１所定値より低い第２所定値を下回
ると前記端末装置の通信のベアラを前記第１ベアラから前記第２ベアラに切り替える、
　ことを特徴とする付記１に記載の基地局装置。
【０１７２】
（付記３）前記取得部が取得する前記端末装置からの測定報告には、前記第１セルに設定
された前記第１ベアラによって通信を行う端末装置の移動速度に関する情報、および前記
端末装置における前記第１セルの無線品質に関する情報が含まれており、
　前記制御部は、前記移動速度が所定速度を上回ると前記第１ベアラを複製した第２ベア
ラを前記第２セルに設定し、前記無線品質が所定値を下回ると前記端末装置の通信のベア
ラを前記第１ベアラから前記第２ベアラに切り替える、
　ことを特徴とする付記１に記載の基地局装置。
【０１７３】
（付記４）前記制御部は、
　前記無線品質が前記第１所定値を下回ると、前記第１セルが前記第１ベアラで前記端末
装置へ送信するデータの複製データを前記第１セルの基地局装置から前記第２セルの基地
局装置へ送信させ、前記第２セルの基地局に前記複製データをバッファリングさせ、
　前記無線品質が前記第２所定値を下回ると、前記複製データを前記第２ベアラで前記第
２セルの基地局装置から前記端末装置へ送信させる、
　ことを特徴とする付記２に記載の基地局装置。
【０１７４】
（付記５）前記制御部は、前記端末装置の通信のベアラを前記第２ベアラに切り替えた後
に、前記第２セルの基地局に対して、他の通信装置から受信した前記端末装置へのデータ
をバッファリングしながら前記複製データを前記第２ベアラで送信させ、前記複製データ
の送信が完了した後に、バッファリングした前記端末装置へのデータを前記第２ベアラで
送信させることを特徴とする付記４に記載の基地局装置。
【０１７５】
（付記６）前記制御部は、前記端末装置の通信のベアラを前記第２ベアラに切り替えた後
に、前記複製データのうちの、前記無線品質が前記第２所定値を下回っていなかった時点
までの複製データを前記第２ベアラで前記端末装置へ送信させることを特徴とする付記４
または５に記載の基地局装置。
【０１７６】
（付記７）前記制御部は、前記無線品質が前記第１所定値を下回り前記第２所定値を下回
っていない場合は、前記第２セルの基地局がバッファリングしている前記複製データを削
除させることを特徴とする付記６に記載の基地局装置。
【０１７７】
（付記８）前記制御部は、前記無線品質が前記第１所定値を下回った後に前記第１所定値
以上の第３所定値を上回ると、前記第２ベアラを削除することを特徴とする付記２、４～
７のいずれか一つに記載の基地局装置。
【０１７８】
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（付記９）前記制御部は、前記無線品質が前記第１所定値を下回った後に前記第１所定値
以上の第３所定値を上回ると、前記第１セルの基地局装置から前記第２セルの基地局装置
への前記複製データの送信を停止させることを特徴とする付記４～７のいずれか一つに記
載の基地局装置。
【０１７９】
（付記１０）前記基地局装置は前記第２セルの基地局装置であることを特徴とする付記１
～９のいずれか一つに記載の基地局装置。
【０１８０】
（付記１１）第１セルおよび第２セルに接続し前記第１セルに設定された第１ベアラによ
って通信を行う端末装置と、
　前記端末装置における測定結果が第１条件を満たすと前記第１ベアラを複製した第２ベ
アラを前記第２セルに設定し、前記測定結果が前記第１条件とは異なる第２条件を満たす
と前記端末装置の通信のベアラを前記第１ベアラから前記第２ベアラに切り替える基地局
装置と、
　を含むことを特徴とするシステム。
【符号の説明】
【０１８１】
　１００　システム
　１０１　端末装置
　１１０　第１基地局装置
　１１１　第１セル
　１２０　第２基地局装置
　１２１　第２セル
　１２２　取得部
　１２３　制御部
　２００　通信システム
　２０１，８００　移動機
　２１０　コアネットワーク
　２１１　上位装置
　２２０　マクロセル基地局
　２２１　マクロセル
　２３０　スモールセル基地局
　２３１　スモールセル
　２４１，２４２　Ｓ１インターフェース
　２４３　Ｘ２インターフェース
　２５１，２５２　ＲＲＣ
　３３０　プロトコルスタック
　５０１～５０３　電波状況変化
　６０１　電波状況測定部
　６０２，６２６，６３２　データ受信部
　６１１，６２３，６３１　ベアラ管理部
　６１２，６２７，６３４　データ送信部
　６２１　電波状況監視部
　６２２　閾値管理部
　６２４　データ管理部
　６２５　バッファ
　６３３　データ複製部
　７００　基地局
　７０１，８０１　アンテナ
　７０２，８０２　アンプ
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　７０３，８０３　プロセッサ
　７０４，８０４　メモリ
　７０５　伝送路インターフェース
　７０６　ネットワーク
　９００　電波状況監視テーブル

【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図２Ａ】
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【図２Ｂ】
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【図９】
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【図１２】 【図１３】
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【図１４】 【図１５】
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【図１７】

【図１８】

【図１９】
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